
【世帯数】 765  世帯
【人 口】 1,644 人
男 816人 女 828人
令和３年８月末現在
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泉町の人の動き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

八代を創造した石工たちの軌跡 ～石工の郷に息づく石造りのレガシー～
今回は「日本遺産」の中から、泉町に残る石橋のうち、「沢無田橋」を紹介します。

【 沢 無 田 橋 】 橋長20.4m、橋幅3.5m、径間

18.3m、明治10年架設。下岳神社下の氷川本流に

架かる。市道沢無田線の現役橋梁で、国道443号と

沢無田地区を結ぶ。泉町では2番目に長い石橋で、

橋名板を見ると昭和34年11月20日の記載があり、当

時コンクリートで橋梁上部、高欄部等を補強したこと

が窺える。橋梁下部には、緩やかなアーチを描く当

初の石組を見ることができる。（参考文献：上塚

尚孝著「熊本の目鑑橋345」熊本日日新聞社刊） 氷川下流側から撮影

泉地区担当の農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介

◆市県民税（特別徴収） ３０９期

◆農業集落排水使用料 ９月分（８月使用分）

◆浄化槽使用料 ９月分（８月使用分）

【問合せ】地域振興課 市民サービス係 ☎６７－２１１１

◆市県民税（普通徴収） ３期

◆国民健康保険税 ７期

◆介護保険料 ７期

◆後期高齢者医療保険料 ４期

‐―泉町の石橋群‐― シリーズ 第６回 沢無田橋（さわむたばし）

◆市営住宅家賃等 10月分

◆簡易水道使用料 10月分（９月使用分）
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【問合せ】泉農林水産地域事務所 ☎６７－２１１２
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八代市農業委員会委員の任期満了に伴い、令和３年８月１日に１９人の農業委員が市長から任

命されました。

また、農業委員とともに、「担い手」への農地の集積・集積化、遊休農地の発生防止・解消、

新規参入の促進などの業務にあたる八代市農地利用最適化推進委員も任期満了を迎え、２９人が

農業委員会から委嘱されました。ともに任期は、令和６年７月３１日までの３年間です。

なお、泉地区を担当する農業委員と農地利用最適化推進委員は、以下のとおりです。

令和３年１１月１日（月）納期限のもの

令和３年１０月１１日（月）納期限のもの

泉支所付近の夜間時間通行止めのお知らせ
現在、県道小川泉線の八代市泉支所付近におきまして、片側通行規制にて道路工事が行われて

ておりますが、今後、通行している道路を盛土して高くする作業の都合上、夜間には時間通行止

めの方法で工事が行われます。大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。

◆夜間時間通行止め期間
令和3年10月18日（月）～

令和3年11月20日（土）まで

現在、片側通
行の工事区間

八代市
泉支所

泉小 ・
中学校

県道小川泉

スクールバス車庫

位置図

【問合せ】株 式 会 社 山 口 建 設 ☎52-0743（担当平野090-3736-3230）
熊本県県南広域本部工務課道路係 ☎33-3684
八代市泉建設地域事務所 ☎67-2115

◆一方通行規制日時
令和３年１１月3日(水・文化の日)・7日(日)・１4日(日)10時～16時

【問合せ】地域振興課 観光係 ☎６７－２１１１

※委員全員の名簿は､広報やつしろ（10月号）または、市ホームページ（農業委員

会事務局）に掲載しています。

※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高をお確かめください。

　21：00 ～ 　21：45
（15分片側通行）

　22：00 ～ 　22：45
（15分片側通行）

　23：00 ～ 　23：45
（15分片側通行）

　0：00 ～ 　　0：45
（15分片側通行）

　1：00 ～ 　1：45
（15分片側通行）

　2：00 ～ 　2：45
（15分片側通行）

　3：00 ～ 　3：45
（15分片側通行）

　4：00 ～ 　4：45
（15分片側通行）

　5：00 ～ 　5：45
以降は現在のとおり片側交互通行

通行止め時間帯
（日曜日の夜間、雨天時は除く）

名　　称 氏　　名 住　　所

まつ　だ　りんいち

いわむら　 ひろ と

農　業　委　員 泉町下岳（広平）

農地利用最適化推進委員 泉町栗木（古園）

松　田　林　一

岩　村　広　人

今年度は、令和３年１０月２５日から１１月３０日までの期間を「五家荘紅葉祭」と銘打ち、期
間中、五家荘地域一帯において、交通混雑解消のため、一方通行規制と併せ交通誘導員の配置を行
います。規制箇所は、昨年と一部変更します。

詳細については泉支所だより１１月号でお知らせします。当該地域にお住まいの皆様方には大変
ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力の程よろしくお願いします。

なお、今年度も新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から「五家荘紅葉祭」に伴う紅葉シーズ
ンにおけるイベントは実施しません。



農作物の残さや、冬の間にたまった枯草を燃やして灰にするなど、農業を

営むためにやむを得ないものとして行われるものに限られます。

野焼きは、廃棄物処理法において原則禁止されていま

すが、農業を営むためにやむを得ないものとして行わ

れる野焼きは、例外として認められています。
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ふれあいセンターいずみの営業時間（定休日：毎週水曜日、但し11月3日は営業します）
・ショップ（平日、土日祝日とも） ９時～17時
・レストラン （平 日） 11時～17時（オーダーストップ16時30分）

（土日祝日） 11時～20時（オーダーストップ19時）

毎
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【問合せ】ふれあいセンターいずみ ☎６７－３５００

９月５日（日）、球磨川の支流がある五家荘地区と氷川の支流がある柿迫・栗木地区において、

泉町で養殖され元気に育ったヤマメ100㎏（約1,200尾）が放流されました。

この事業は泉町観光協会が行ったもので、新型コロナ禍による宿泊者減少やイベントの中止な

どで販売量が激減したヤマメ養殖業者の経営支援、河川での増殖、それに伴う集客効果などと併

せて、地域の環境保全を目的として実施されました。

当日、五家荘地区においては泉第八小学校の児童５名も放流を体験し、「元気で過ごして

ね！」、「卵をたくさん産んでね」など、声をかけながらヤマメを川に放していました。

放流されたヤマメは約80～100ｇの大きさで、今後秋にかけて産卵し、数を増やすことが期待

されます。なお、10月1日から2月末日までヤマメ釣りは禁漁期間となっています。

農業を営むためにやむを得ない野焼きをする場合でも、近隣住民の方に迷惑がかからないよ

う、以下のことに十分配慮しましょう。

①風の向きや強さ、行う時間帯を考慮しましょう。

②煙の量や臭いが近隣住民の方の迷惑にならない程度の少量にとどめましょう。

農業を営むためのやむを得ない野焼きと知らずに、警察や消防等に通報されたり、

「洗濯物に臭いが付くので困る。」「煙と臭いで目やのどが痛い。」といったトラ

ブルを避けるには、事前に一声かけるなどの周知をしましょう。

「夜間」や「早朝」なら大丈夫だろうと思われがちですが、時間帯はあまり関係あり

ません。

農作物の残さや枯草を良く乾かすことで煙の発生量が抑えられます。

③近隣住民の方に事前に一声かけましょう。

【問合せ】地域振興課 市民サービス係 ☎６７－２１１１

野焼きの例外＝農業を営むためのやむを得ない野焼き

ねば ぬめ ご ぜん

粘滑御膳

nebaneba numenume nebanumenume…
とろろ飯／なめこ＆山芋の揚物／なめこ＆山芋の小鉢
なめこ＆山芋の茶碗蒸／なめこ汁／漬 物／デザート
計 ７品 1,650円

売切れ御免!! でごじゃります…

～地元産なめこ＆山芋 Special Days!!～

擂って刻んで
浮かべて揚げりゃ

隠れ里の御食事処

いずみ一汁彩菜

椎茸と鶏肉の三色そぼろ丼／だご汁／小鉢×2品／
椎茸の肉詰め他天ぷら盛り合せ／漬物／デザート
計 7品 1,100円!! 

ふれあいセンターいずみ【レストラン特別メニュー】のご案内

隠れ里の御食事処

９月２5日（土）、氷川流域の各地で氷川流域清掃活動が行われました。これは氷川流域の行政

機関等で組織される「清流氷川流水対策協議会（会長：藤本一臣氷川町長）」が、利用しやすい環

境を整え、氷川に親しんでもらうことを目的として、毎年１回開催しているものです。

当日泉町では、早朝から氷川ダム周辺で、道路沿いの除草作業や空き缶などのごみ拾いに、八代

市泉支所の職員が地域貢献ボランティア活動として参加し汗を流しました。これからも、氷川流域

の自然を大切に、環境美化に努めましょう。

9月19日（日）、泉第八小学校で運動会が開催されました。

新型コロナウイルス感染防止のため、今年は午前中のみの開催となりました。児童数5人で行う運

動会には、婦人会や老人会などの地域住民も積極的に参加し、徒競走や技巧走などで楽しそうに運

動場を駆けていました。大声での応援も制限される中で、地域の中では拍手の音が響いていました。

【近隣住民の方への配慮について】


